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緊急性,重 要性が高いものと考 えられ る。そのた
め,顎 関節症 を呈す る患者の矯正治療に際 しては





　 著者 らは疼痛 を伴 うク リックに加 えて間欠性






















































弓の側方拡大のためにクワ ドヘ リックスを装着 し
た(図6)。3か 月後には歯列弓の狭窄が改善 さ
れたので,上 下顎左右第一小臼歯を抜去 してマル
チブラケッ ト装置による咬合の再構成 を行 った。
動的治療期間中は,上 顎前歯の遠心移動を中心に
約1年 間 Ⅱ級エラステ ィックを使用 した。 Ⅱ級エ
ラステ ィックは顎間固定の反作用による大臼歯の






















奥 羽 大 歯 学 誌
　2.矯正治療について
　本症例は,下 顎下縁平面の急傾斜 を伴 う下顎オ
トガイ部の後退による ドリコフェイシャルタイプ
の上顎前突症であり,Ⅱ級治療の難易度が非常に
高い7)症例 と考 えられ る。矯正治療 に際 しては,
特にオ トガイ部の後方回転に留意す る必要がある
た。なお保定については,上 顎保定床の前歯部舌
側に斜面 を形成 し,下顎前方整位型スプリン トの
機能を考慮 したリテーナーを作製 したが,本 症例
は下顎頭に変形が見 られるIV型であったことから,
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下顎には固定源の強化 と してユ ーテ ィリテ ィー
アーチを併用 した。
　下顎下縁の急傾斜を伴 う上顎前突症の矯正治療

















疼痛を伴う間欠性 ロックを有 していたため,顎 関節
症状の緩解のためには大臼歯 を圧下 させないよう
にし,またⅡ級ハイアングル症例に対する方策とし
